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重症虚血肢患者に対する脂肪組織由来再生（幹）細胞を用いた、 

血管新生療法に関する論文発表について 

 

 

このたび、名古屋大学大学院医学系研究科・循環器内科学の室原豊明（むろはら とよあき）教授、清

水優樹（しみず ゆうき）助教、先進循環器治療学寄附講座の柴田玲（しばた れい）特任教授らの研究

グループは、全国８施設による共同研究１により、「重症虚血肢（CLI）患者※に対する自己皮下脂肪由来

間葉系前駆細胞を用いた血管新生療法」の安全性と有効性を検証し、発表しました。２ 

皮下脂肪には、多分化能を有する脂肪組織由来間葉系前駆細胞が多く含まれることが以前から明らか

にされています。この皮下脂肪組織由来の細胞群は、再生医療の供給源として注目を浴び、様々な再生医

療分野で臨床応用が検討されています。室原教授らの研究グループは、いずれかの四肢の切断を余儀なく

されるような重症虚血肢患者29名（34肢）を対象に、脂肪吸引法により採取した患者自身の皮下脂肪組

織から、当社子会社であるサイトリ・セラピューティクス株式会社（以下「サイトリ社」という。）が開

発した「セルーション 遠心分離器」及び「セルーション セルセラピーキット」を用いて脂肪組織由来

再生（幹）細胞（Adipose Derived Regenerative Cells、以下「ADRCs」）を分離し、筋肉内注射法で虚

血肢（患部）に移植しました。その結果、対象患者の90%以上で切断が回避され、ほぼ全ての患者で、創

傷部の潰瘍が縮小し、６分間歩行可能距離も大幅に延長しました。 

重症虚血肢を対象としたADRCsを利用した多施設共同臨床試験は世界初であり、切断のみしか選択肢

が残されていない重症虚血肢患者に対し、本治療が安全性と有効性、特に四肢救済につながることを証明

した形となりました。本研究結果は国際科学誌である「Angiogenesis」電子版（2022 年7月8日付）に掲

載されました。3 
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※ 重症虚血肢（CLI） 

末梢動脈疾患の病状が進行した状態で、安静時にも痛みが持続し、末梢組織の潰瘍や壊死などの症状を

呈します。最悪の場合には下肢の切断といった治療が必要となり、生活の質（Quality of Life:QOL）が著

しく低下します。 

 

 

・ADRCs による治療の流れ 

 

 

 

・ADRCs の作用 

ADRCs の作用としては、①血管の新生、②炎症の調整、③繊維化の修復の作用があることが知られて

おります。 

 

 

 

サイトリ社について 

 サイトリ社は、世界中の患者さまと医療従事者の方々のため、幅広い実用性のある高品質な治療の選択

肢が提供できるよう日々取り組んでいます。とりわけサイトリ社の革新的なプラットフォームであるセ

ルーションシステムによって、自己ヒト皮下脂肪組織から採取したADRCs を用いて、多様な疾患治療を

目的とした細胞治療の研究や開発に取り組んでいます。各種前臨床試験の論文において、ADRCs が血管

新生、抗炎症、および繊維化の改善に関与していることが示唆されています。詳しくは、

https://www.cytori-jp.comをご覧ください。 
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